
東亜同文書院生とキリ スト 教

年度 豊橋市民大学ト ラム 愛知大学連携講座「 近代史の中の東亜同文書院と愛知大学」 第 回 年 月 日

○東亜同文会（ 会長・ 近衛
こ の え

篤
あつ

麿
まろ

） が中国側の協力をう けて上海租界
そ か い

外に開校（ ） ．

○日中提携へむけた人材養成．

ビジネス・ スクール 荒尾
あ ら お

精
せい

の日清貿易研究所関係者（ 根津一
ねづはじ め

など） の参画．

中国語教育『 華語萃編
か ご す い へ ん

』 ， 学生によるフィ ールド ワーク「 大旅行」 ．

同窓間のつよい団結力 「 書院精神」 あるいは「 根津精神」 ．

○日本のキリスト 教とのかかわり ．

日本 同盟の日露戦争慰問活動に参加（ ） ，同主事大塚素（ ） ，

同名誉主事ガレン・ フィ ッ シャー， 京都 総主事村上正次（ ） ， 日本メ ソ

ジスト 教会監督平岩
ひらいわ

愃保
よしやす

（ ） ．

○坂本
さかもと

義
よし

孝
たか

の存在．

東亜同文書院第 期生， 東亜同文書院教授， 同中華学生部部長．

国際的活動； アメ リカ留学， 国際労働機関（ ） 総会， 太平洋問題会議．

キリスト 教； 上海日本人 理事長， 同外国学校校長， 聖 約 翰
セント ・ ジョ ーンズ

大学 教授．

近衛篤麿． 号は霞山
かざ ん

（ ） ． 経済・ 文化・ 政治など多方面にわたって啓蒙的活動を行う ． ヨ ーロッパ留学経

験をふまえ日中提携こそアジアの平和安定につながると考え， 東亜同文会を主催した．

荒尾精． または義行， 号は東方斎（ ） ． 尾張の人． 陸士旧五期生． 漢口を中心に情報収集活動を行い， 退

役後， 上海に日清貿易研究所を開設した．

根津一． 号は山洲（ ） ． 甲斐の人． 陸士旧四期生． 陸大三期生（ 中退） ． 日清貿易研究所の運営にたずさ

わり ， 後に東亜同文会幹事兼東亜同文書院院長となった．

坂本義孝（ ） ． 福島県生まれ． 営口
えいこう

税関勤務を経てアメ リ カで 年間生活し ， 南カリ フォルニア大学東

洋科教授をつとめた． 国際政治学・ 平和学者坂本義和（ 東大名誉教授・ 国際基督教大学平和研究所顧問） は次男．
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○王陽明の思想の影響 「 知行合一
ちご う ご う いつ

」 認識と体験行動の不可分．

「 事上磨錬
じ じ ょ う ま れん

」 日常での自己修養．

「 良知
りょ う ち

論」 民衆の苦しみを感じとる 大同論・ 王道論へ

○根津一の東亜同文書院入学式での徳育重視の教育姿勢．

○キリスト 教と王陽明の思想 内村鑑三の王陽明評価， 「 キリスト 教に最も近い」 ．

明治期の日本陽明学とキリスト 教との親和性．

○妻ゑい． キリスト 教信者， 同志社女学校高等科卒業．

○英語講師ハネッ クス（ 上海 協力主事） の聖書研究会．

表①全校学生数に対する聖書研究会参加者数

年度（ 西暦 明治）

聖書研究会参加者 ～ ～

在校生数

（ ＊入学者数 卒業者数）

○院長根津一が認めた校内での活動．

○上海 総主事ロバート ・ ・ ルイス報告（ ） 資料①．

名を クラス， 名が洗礼， 校舎に隣接する聖書研究会棟．

聖約翰大学． ． 上海にあったアメ リ カ聖公会系の大学． 戦前における中国を代表する名門校．

聖書研究会参加者数は，池田鮮『 曇り 日の虹 上海日本人 年史』 （ 上海日本人 年史刊行会 ，

） 及び後掲資料①②にもとづく ． 入学者数は佐々木享「 東亜同文書院入学者の群像」 （ 愛知大学東亜同文書院大

学記念センター編『 同文書院記念報』 ， ， ） に，卒業者数は『 東亜同文書院大学史』 （ 滬友会， ，

） にもと づく ．
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○上海 総主事代理 ・ ウィ ラード ・ ライアン報告（ ） 資料②．

参加者 ～ 名， 中国人学生より哲学的な日本人学生．

○キリスト 教の宗教活動を校内でおこなう 東亜同文書院聖書研究会．

表②校内のふたつのキリスト 教グループの比較 聖書研究会と学生

校舎 時期 特徴

聖書研究会
高昌廟桂墅里

ク イ シ ュ リ

（ ）
…？

・ 学校公認の校内活動．

・ 北米 系の人物が指導．

・ 英語使用．

学生
赫司克而
ハ ス ケ ル

路

（ ）
ｰ

・ 非公認同好会．

・ 神愛館バイブルクラス参加者が結成 ．

・ 学生と信者教員との勉強会．

○ 年代， 根津一はアメ リ カの中国進出への警戒を強める．

義和団事変賠償金をアメ リ カ留学費用へ． 年清華学堂（ 現・ 清華大学） 開校．

この時期， 聖書研究会は姿を消し ， 書院非公認同好会学生Ｙ ＭＣ Ａ が成立している．

○精神面からの学校改革を提唱 キリスト 教信教と 「 書院精神」 が合致．

余にとりては近年書院が外務省文部省より細微の点まで検束さるのでないかと疑るゝが之は余りに官庁

に依頼するから厳重なる取締といふ代価を支払はねばならぬのであつて 中略 もし官僚的形式主義を準

して書院を経営せは内よりも外よりも破綻を来たす事必然である理当である

殉難殉教殉道の精神あつて始めて書院の反省が意義付けられ， 書院の復興が実現し延いては東亜の復興

に及び得るのである， 真に中国の為になる日本人ならば日本の為になる事は勿論である， 小我に捕はれ

日本， 日本といふておる所には日本の為にもならぬ結果を生する， 書院が思切つて反省すべきは斯点に

ある， 身を殺して仁を成す， これ霊界に永遠に生く る唯一の方途である ．

神愛館． イギリス人ミ ス・ スミ ス主催の上海に住む日本人キリスト 教信者のための教会．

坂本義孝「 改新時代の書院」 『 滬友』 ， ， ．

坂本義孝「 書院の反省時代」 『 滬友』 ， ， ．
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○中華学生部（ ） ， 専門学校令適用（ ） ， 大学昇格 根津一の私塾的存在から

大日本帝国の学校へ．

○外務省指導の強化（ 「 対支文化事業特別会計法」 成立） ．

表③対支文化事業特別会計法成立前後の東亜同文会及び東亜同文書院の経常収入と政府補助金の割合（ 単位； 円）

年度（ 西暦 元号）

総収入 ― ―

①東亜同文会経常収入

②同会経常収入内補助金

③同会経常収入内東亜同文書院経常収入 ―

④同会経常収入内東亜同文書院向け補助金 ―

⑤同会経常収入に対する補助金割合（ ②÷

①）

⑥同会経常収入に対する東亜同文書院経常

収入割合（ ③÷①）
―

⑦同会経常収入内補助金に対する東亜同文

書院補助金の割合（ ④÷②）
―

年度（ 西暦／元号） ・

総収入 ― ― ― ― ―

①東亜同文会経常収入

②同会経常収入内補助金

③同会経常収入内東亜同文書院経常収入

④同会経常収入内東亜同文書院向け補助金

⑤同会経常収入に対する補助金割合（ ②÷

①）

⑥同会経常収入に対する東亜同文書院経常

収入割合（ ③÷①）

⑦同会経常収入内補助金に対する東亜同文

書院補助金の割合（ ④÷②）

○「 書院精神」 ； 根津一の思想・ 教育姿勢 明治期日本の王陽明思想解釈．

○理想化； 坂本義孝のキリスト 教信教と一致した「 書院精神」 日中関係悪化 頓挫．

○現実化； 大日本帝国の枠内では発展 敗戦と運命をともにする．

『 東亜同文会関係雑件』 第一～六巻， 『 東亜同文会関係雑件 補助関係』 第一～三巻（ 外務省外交史料館所蔵） をも

とに作成． ， 分は各年次決算書の値． 分は 年分予算書内記述， 分は予算書の値．
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資料① 上海 総主事ロバート ・ ・ ルイス報告（ ）

“ ”

中国での日本人の事業は注目すべきものです．かれらには領事館や企業の通訳になるべき 人の学生を擁する

政府系の学校〔 東亜同文書院〕 があります． わたしたちは毎日英語の授業でこの 名を教え， この卒業生と在学

生や他の日本の学校の中から 名が参加する週一回の聖書研究会を クラスもっています． 聖書を学校の教室で

教えることは禁じられているので， 学校向かいに 室あるタ イル葺きの建物を借り ました． 日曜の朝には 名か

ら 名が， 日本式に， 床の敷物に直に座り ， その真ん中に座るアメ リ カ人教師とマルコの福音を学んでいます．

そのささやかな建物は組織の目的にふさわしいもので，左側は（ 床に直に座って） 名が座る聖書研究会のもの，

中央に応接室， 右側に勉強部屋があり ます． 聖書研究会に参加した 名はキリスト 教の洗礼をう け， 名がさらに

洗礼を希望したのですが， わたしはさらに学び試練をう けなさいと こたえました．

資料② 上海 総主事代理 ・ ウィ ラード ・ ライアン報告（ ） ．

〔 〕

“

〔 〕

〔 〕

〔 〕

”

興味深く ， またわたしが信じ ているのは上海の日本の商業学校〔 東亜同文書院〕 で一年間に渡る有意義な聖書教

育をすることができたことです． このクラス〔 聖書研究会〕 の参加者は平均 名から 名ほどで， 英語が用い

られまし た． 日本人学生は中国人学生より も性質がきわめて哲学的です． 幾多の興味深い質問がクラスでなげかけ

られまし た． と きには筆記された質問が前もって手渡されまし た． 次にあげるのは， その概要です．

「 どう かお答え下さい． 神とは全知全能にして慈悲深いとききまし た． し かし ， 世界中で地震， 洪水， 雷， 噴火な

どが頻繁に起こります． 災害をしずめる力をもたないならば， 全能ではありません． 問題が起こることを予知し な

かったならば， 全知ではあり ません． どのよう にお考えになり ますか． 先生， どう かお答え下さい． 」

〔 〕 内補記， 訳は引用者．
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坂本義孝著作一覧

「 滞米印象記」 『 滬友』 東亜同文書院同窓会， ．

「 同じ経験から 」 『 滬友』 ， ．

「 北京大会の意義」 『 滬友』 ， ．

「 公人私人」 『 上海』 春申社，

「 ヱルサレムにて」 日本基督教青年会同盟『 開拓者』 ， ．

「 渡欧の途上より 」 『 滬友』 ， ．

「 西本氏経営週報『 上海』 を推奨す」 『 滬友』 ， ．

「 公人私人」 『 上海』 ，

「 一人一言」 『 滬友』 ， ．

「 書院の反省時代」 『 滬友』 ，

「 改新時代の書院」 『 滬友』 ，

「 遠藤保雄君を憶ふて」 『 滬友』 ，

「 同窓と書院新興の気運」 『 滬友』 ，

「 同窓会員とし て」 『 滬友』 ，

「 中国に於ける経済的非協同」 東亜同文会調査編纂部『 支那』 ，

「 同窓会員とし て」 『 滬友』 ， ．

「 媽々鋪子戸籍調べ」 『 滬友』 ，

東亜同文書院教職員総代坂本義孝「 弔辞」 「 書院近状 故手塚教授の追悼法会」 『 滬友』 ，

東亜同文書院滬友同窓会総代坂本義孝「 弔辞」 「 真島教授逝去」 『 滬友』 ，

「 東西南北集 漫言漫録」 『 滬友』 ，

「 五卅事件と米支両国の関係」 『 支那』 ，

「 護憲社の性質と事業」 東亜同文書院研究部『 支那研究』 ，

「 支那に於ける教育権回収の観測」 『 支那研究』 ，

「 英雄出現と馬上統一は果して夢なる乎」 『 上海』 ，

「 外人の観たる支那」 日華学会『 日華学報』 ，

「 支那の命運を傍観すべきか」 『 支那』 ，

「 青年会は何をしているのか」 上海日本人基督教青年会『 上海青年』 発行人古屋孫次郎， ．

「 上海の将来」 『 支那研究』 ，

「 中日親和の要諦」 『 日華学報』 ，

「 満洲問題と日支共存共栄」 『 上海』 上海雑誌社，

「 対支外交の要諦」 『 上海』 ，

「 非常時と我が外交政策」 『 上海』 ，

「 門下生の霞山公想い出」 『 支那』 ，

「 満洲国に対し大国的寛度を持てよ」 『 上海』

「 支那の安全保障に就いて」 『 上海』 ，

「 支那の安全保障に就いて（ 下） 」 『 上海』 ，

「 日華両国提携に関する基本条件」 『 上海』 ，

「 対日態度に関する支那言論界の趨向」 『 上海』 ，

坂本義孝（ 訳） 「 支那の対日言論； 一、 密勒氏評論報： 二、 中国評論週報： 三、 民国週刊」 『 上海』 （ ） ，

「 潜行式排日を根絶し得るや」 『 支那』 ，

滬友同窓会総代坂本義孝代読「 滬友同窓会の祭詞」 「 靖亜神社鎮座祭式典」 『 支那』 ，

「 根津先生十三回忌法要並に追悼晩餐及座談会」 『 支那』 ，

「 興亜政策の難易弁」 『 支那』 ，

「 時局収拾に関する示唆」 『 支那』 ，

インタビュー「 燎原の火の如き民族精神」 （ 木村英夫『 民族の咆哮 秘録・聖戦と皇軍その実態』雲母書房， ）．


